
青森県における野生鳥獣による農作物の被害状況（令和元年度）

１ 野生鳥獣による農作物被害面積及び被害額の推移

（１）令和元年度の被害面積の合計は約２３ha、被害額は約６，３００万円で、前年度に

比べると面積、被害額ともに約１割増加となりました。

（２）鳥獣種類別の被害額は、カラス、ツキノワグマ、ニホンザルの順に多く、このうち

ツキノワグマとニホンザルは前年度から大きく増加しました。増加要因としては、

① ツキノワグマについては、エサとなるブナの大凶作により、農作物被害が発生し

やすい環境にあったこと

② ニホンザルについては、県内で生息数が増加傾向にあるほか、捕獲用わな等への

慣れが生じていること

などが考えられます。

（３）このほか、本県で目撃情報等が増加傾向にある鳥獣被害として、

① イノシシについては、これまでは自家消費用農作物のみの被害でしたが、県内で

は初めてとなる販売用農作物への被害が田子町で確認

② ニホンジカについては、前年度は被害なしとなったものの、再び被害が田子町、

新郷村で確認

③ アライグマについては、これまで県南地域では被害が確認されていませんが、平

成３０年度から県が実施している専門家による生息状況調査において、複数市町村

で生息痕跡が確認

されています。

表 野生鳥獣による農作物被害の推移 （単位：ha、万円）

※端数の四捨五入により、合計値や対前年比の計算結果と一致しない場合がある。

※調査は、国の「野生鳥獣による農作物の被害状況調査要領」に基づき、自家消費用の作物を除く農作物を対象に

している。

被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額

① カラス 10.57 3,629 7.64 2,699 5.42 2,276 5.29 2,395 3.83 1,883 72% 79%

④ ムクドリ 1.02 388 1.97 827 1.26 518 1.32 603 0.97 421 73% 70%

⑤ ヒヨドリ 1.93 779 2.02 842 1.03 423 1.10 508 0.98 417 89% 82%

カモ 7.11 506 6.01 322 6.35 356 2.53 224 1.63 175 64% 78%

スズメ 2.26 388 1.39 225 0.18 69 0.99 174 1.04 161 105% 92%

その他鳥類 0.50 62 1.40 64 0.20 23 0.33 38 0.31 35 94% 93%

23.39 5,752 20.43 4,978 14.44 3,665 11.56 3,943 8.76 3,092 76% 78%

② ツキノワグマ 5.66 963 5.90 1,104 12.28 2,121 5.01 500 8.36 1,745 167% 349%

③ ニホンザル 8.23 1,841 5.07 1,233 6.77 1,525 2.71 679 4.33 1,075 160% 158%

カモシカ 0.48 166 0.37 142 0.36 133 0.42 285 1.36 210 324% 74%

アライグマ 0.79 254 0.77 246 0.54 168 0.45 154 0.38 119 84% 77%

イノシシ - - - - - - - - 0.12 35 － －

ハクビシン 0.00 0 0.02 13 0.07 17 0.30 15 0.01 8 3% 54%

ニホンジカ 0.12 24 0.10 6 0.10 6 - - 0.03 1 － －

その他獣類 5.36 657 0.90 241 1.14 184 0.40 74 0.13 43 33% 58%

20.64 3,905 13.13 2,985 21.26 4,154 9.29 1,706 14.72 3,234 158% 190%

44.03 9,657 33.56 7,963 35.70 7,818 20.85 5,649 23.48 6,326 113% 112%
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２ 品目別被害状況

品目別の被害額は、果樹が４，３５１万円で最も多く、次いで野菜が１，３７０万円

となっており、果樹と野菜で全体の約９割を占めています。

このうち、果樹の被害額は、カラス１，４３５万円、ツキノワグマ１，２８３万円、

ニホンザル６００万円の順に多く、これら３鳥獣の合計で果樹全体の約８割を占めてい

ます。

３ 地域別被害状況

地域別の被害額は、三八地域の２，６１３万円（前年度比７１％）、中南地域の

２，５３１万円（同３４３％）、西北地域の９０１万円（同９４％）の順に多く、これ

ら３地域で県全体の９割以上を占めています。

前年度に比べ、三八地域で大きく減少した一方で、中南地域で大きく増加しました。

果樹

4,351万円（69%）
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409万円（6%）

その他

196万円（3%）【品目別被害状況】
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その他

195万円（4%）

【果樹被害の内訳】

三八

2,613万円（41%）

中南

2,531万円（40%）

西北

901万円（14%）

下北

207万円（3%）

東青

46万円（1%）

上北

28万円（1%）

【 Ｒ元 】 ６，３２６万円
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3,668万円（65%）
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738万円（13％）

下北
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東青

46万円（1%）
【 H30 】 ５，６４９万円


